
エッセイ 千字文

 1    

月刊

12月号目次

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
1
年
米
国
ミ
シ
ガ
ン
州
生
ま
れ
。
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
に
て
博
士
号
を
取
得
、
現
在
ハ
ワ
イ
大
学
社

会
学
部
教
授
。
日
本
の
左
翼
運
動
を
中
心
に
、
日

本
社
会
や
社
会
運
動
を
研
究
す
る
。
著
書
に
『
死
へ

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
―
日
本
赤
軍
派
』（
岩
波
書
店
、

木
村
由
美
子
訳
）
な
ど
。
ま
た
、『
宿
命

―
「
よ

ど
号
」
亡
命
者
た
ち
の
秘
密
工
作
』（
高
沢
皓
司
著
、

新
潮
社
）を
英
訳
し
、ハ
ワ
イ
大
学
出
版
局
よ
り
出
版
。

六
十
年
代
後
半
、
世
界
各
国
で
類
似
の
新
左
翼
運
動
が

展
開
さ
れ
た
。
日
本
で
の
運
動
の
成
り
行
き
を
知
る
た
め
、

私
は
主
に
参
加
者
に
よ
る
論
文
、
本
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど

の
回
想
と
事
件
現
場
の
報
告
書
を
使
う
こ
と
に
し
て
い
る
が
、

当
時
の
新
左
翼
学
生
の
回
想
録
を
読
む
な
か
で
、
10
・
8

（
じ
ゅ
っ
ぱ
ち
）
が
日
本
の
新
左
翼
学
生
運
動
に
と
っ
て
大
き

な
転
換
点
と
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
日
の
デ
モ
は
激

し
く
、
最
初
の
犠
牲
者
が
出
た
た
め
、
学
生
達
が
運
動
を

や
め
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
え
た
。
し
か
し
逆
に
、
そ
の
デ

モ
以
降
、彼
ら
の
多
く
が
運
動
に
の
め
り
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。

日
本
で
は
一
九
六
五
年
以
降
、
時
折
デ
モ
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
が
、
一
九
六
七
年
一
〇
月
八
日
の
事
件
は
特
別
だ
っ

た
。
事
件
の
経
過
は
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
よ
り
も
学
生
組
織
の

機
関
紙
に
詳
し
い
。
そ
の
日
、
佐
藤
首
相
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の

外
遊
を
妨
害
す
る
た
め
、
学
生
達
は
羽
田
空
港
に
集
ま
っ

た
。
長
い
棒
（
ゲ
バ
棒
）
に
労
働
者
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
出
で
立

ち
で
内
ゲ
バ
を
す
る
の
は
、
そ
れ
ま
で
は
新
左
翼
系
の
学
生

組
織
内
の
争
い
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
10
・
8
で

初
め
て
機
動
隊
に
た
い
し
て
も
ゲ
バ
棒
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
使

用
さ
れ
た
。
機
動
隊
は
羽
田
に
続
く
橋
や
高
速
道
路
の
全

て
を
装
甲
車
で
封
鎖
し
た
。
学
生
の
各
組
織
が
空
港
の
入

り
口
で
機
動
隊
と
衝
突
し
た
。
装
甲
車
の
上
で
組
織
の
旗

を
ひ
る
が
え
す
な
ど
の
象
徴
的
な
行
動
を
と
る
者
も
い
た
。

川
の
そ
ば
で
は
、
大
勢
の
人
々
が
闘
争
を
眺
め
て
い
た
。

そ
れ
ま
で
の
デ
モ
と
同
様
、
学
生
は
機
動
隊
に
石
も
投
げ

つ
け
た
。
機
動
隊
員
は
事
前
に
準
備
し
た
大
き
な
ネ
ッ
ト

を
高
く
掲
げ
、
自
ら
の
安
全
を
確
保
し
た
が
、
投
石
が
激

し
く
な
る
と
橋
の
反
対
側
へ
と
撤
退
し
た
。
現
場
の
学
生

も
、
テ
レ
ビ
で
闘
争
を
見
て
い
た
学
生
も
、
機
動
隊
の
逃

走
を
見
て
「
デ
モ
隊
が
機
動
隊
に
勝
っ
て
い
る
！
」
と
感
じ

た
。「
権
力
は
絶
対
で
は
な
く
て
、
力
を
も
っ
て
打
ち
倒
す

事
が
で
き
る
」
と
直
感
し
た
。

機
動
隊
が
逃
げ
た
た
め
、
あ
る
学
生
が
橋
の
真
ん
中
に

停
め
ら
れ
た
装
甲
車
に
乗
り
、
空
港
の
方
へ
と
走
ら
せ
た
。

装
甲
車
の
周
り
を
走
っ
た
り
、
橋
の
上
で
放
水
車
と
戦
っ

た
り
す
る
学
生
も
い
た
。
突
然
、
学
生
の
一
人
が
倒
れ
た
。

機
動
隊
が
デ
モ
を
止
め
学
生
達
を
追
い
出
し
た
。
京
都
大

学
の
学
生
、
山や

ま

崎ざ
き

博ひ
ろ

昭あ
き

氏
が
救
急
車
で
病
院
に
運
ば
れ
た

が
、
亡
く
な
っ
た
。「
機
動
隊
が
殺
し
た
」
と
い
う
噂
で
憤

慨
し
た
大
勢
の
学
生
達
は
、
弁
天
橋
へ
戻
っ
て
追
悼
デ
モ

を
し
よ
う
と
し
た
が
、
彼
ら
は
川
の
そ
ば
で
見
守
る
人
々
の

目
の
前
で
、
機
動
隊
の
催
涙
弾
と
放
水
を
あ
び
て
橋
か
ら

追
い
返
さ
れ
た
。

学
生
の
回
想
録
に
は
、「
山
崎
さ
ん
が
死
ん
だ
の
で
、
自

分
は
彼
の
代
わ
り
に
運
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
彼
ら
の
10
・
8
に
た
い
し
て
の
気
持
ち
が
残
さ
れ
て
い
た
。

10
・
8

―
日
本
の
新
左
翼
学
生
運
動
の
転
換
点

パ
ト
リ
シ
ア
・
ス
タ
イ
ン
ホ
フ

	 1	 エッセイ　千字文	

	 	 10・8―日本の新左翼学生運動の転換点
	 	 パトリシア・スタインホフ

	 	 特集		1968と人類学
 2 	 東大闘争と人類学と民博
	 	 	 清水	昭俊

 4  大阪万国博覧会とハンパク運動	
	 	 	山路	勝彦
 6  半世紀後からみた全共闘・	探検部
	 	 	 小林	茂

			7  直接民主主義の実験と大学創造運動	
	 	 	荒川	章二

			8  学生運動から水俣病闘争へ	
	 	 	平井	京之介
		10	 	◯◯してみました世界のフィールド	

いのししのかたち	
丹羽	典生

 12 	みんぱくInformation

	 14	 	想像界の生物相	
メキシコ仮面に見るクリーチャーたち（2）

	 	 ―テロロアパンの悪魔	
	 	 アンソニー・シェルトン

	 16	 			新世紀ミュージアム
	 	 沖縄空手会館資料室
	 	 相島	葉月

	 18	 	シネ倶楽部M	
イラン人の人づきあいの機微を知る

	 	 ―「ママのお客」	
	 	 藤元 優子

	 20	 	ながなんぢゃ	
ハニーホテル	
大澤 由実

	 21	 次号予告・編集後記


